
2007年度わが国貿易収支、経常収支の見通し（商品別輸入） 平成18年12月5日（火）

輸　入

2005 年 度 2006 年 度 2007 年 度 コメント

（ 実 績 ） (見込み) ( 見 通 し )
上半期 下半期 2006年度 2007年度

億円 伸率% (実 績) 伸率% (見込み) 伸率% 億円 伸率% 億円 伸率%

総　額 604,108 +19.9% 334,975 +17.7% 345,988 +8.3% 680,963 +12.7% ↑ 700,103 +2.8%

IM 食料品 56,510 +6.0% 28,256 ▲1.2% 28,739 +3.0% 56,995 +0.9% → 57,473 +0.8% 魚介類と肉類は減少するが、穀物等の増加により、全体としては微増。
魚介類：ロシア、中国等で、マグロやサーモンの引き合いが強く、価格が高騰しており、
輸入数量は減少する。マグロは、台湾マグロ漁船の減船や世界的な漁獲枠制限による
漁獲高減少の影響も大きい。
肉類：豚肉の輸入減少が大きいこと等から、肉類の輸入は減少する。豚肉の減少は、
主力のデンマーク産の欧州（特にロシア）での引き合いが強くなっていること等が要因。牛
肉は8月から米国産の輸入が再開されたが、輸入要件を満たすものが限られているた
め、全体の輸入数量に与える影響は限定的。
穀物：とうもろこしは、06年は、04年、05年に次ぐ史上3番目の豊作だったが、バイオエタ
ノール需要の高まりから秋口から高騰しており、その影響が06年度後半の輸入価格に
反映されていく。小麦は、国家備蓄を05年度の2.3ヵ月から06年度は1.8ヵ月に引き下げ
るため、輸入数量は減少するが、価格はとうもろこしと同様に上昇。

魚介類が減少するが、肉類と穀物の増加により、全体としては微増。
魚介類：近年のBSEや鳥インフルエンザの影響で、世界的に魚介類の需要が高まって
おり、さらにマグロの漁獲制限等もあり、輸入価格の上昇は続く。一方で、スーパー等小
売の価格抑制圧力は強いため、輸入数量は減少する。
肉類：コーンや麦等の餌代の高騰により、牛肉を中心に価格の上昇が緩やかに進む。
穀物：とうもろこしは、バイオエタノールの需要の高まりにより、在庫の減少が続き、価格
が高水準で推移する。小麦は、07年度は国家備蓄を1.4ヵ月まで下げる予定であるた
め、輸入数量の減少は続く。価格は、小麦もバイオエタノールの影響を受け上昇する。

魚介類 15,580 +0.9% 7,800 ▲1.0% 7,690 ▲0.1% 15,490 ▲0.6% → 15,427 ▲0.4%

肉類 10,790 +5.7% 4,903 ▲16.7% 4,927 +0.4% 9,830 ▲8.9% → 9,900 +0.7%

IM 原料品 37,279 +18.6% 23,373 +31.6% 24,527 +25.6% 47,900 +28.5% ↑ 52,693 +10.0% 金属鉱、木材等総じて価格上昇により金額も増加。 底堅い需要を背景に数量面は堅調に推移。価格の増勢が緩やかになる。

鉄鉱石 6,875 +55.7% 4,204 +31.1% 4,182 +14.0% 8,386 +22.0% ↑ 9,131 +8.9% 粗鋼生産の増加に合わせ数量増。価格も上昇。 輸入数量は微増、価格上昇は鈍化。ただし、水準は高い。

非鉄金属鉱 10,767 +36.3% 8,042 +60.1% 8,134 +41.6% 16,176 +50.2% ↑ 18,379 +13.6% 非鉄金属鉱：需要は好調だが、鉱石をめぐる競争が厳しく数量は伸び悩む。価格は急
騰。

非鉄金属鉱：需要は堅調を持続、供給能力がアップし数量は下げ止まり。価格は、一
部の鉱石を除いて上昇テンポが減速。ただし、依然、高水準。

IM 鉱物性燃料 163,021 +45.3% 94,567 +30.3% 88,005 ▲2.7% 182,573 +12.0% ↓ 165,346 ▲9.4%

原油及び粗油 99,883 +57.0% 60,040 +34.3% 53,349 ▲3.3% 113,389 +13.5% ↓ 99,956 ▲11.8% 数量ベースでは、暖冬予想や熱源用エネルギーのガス転換等の理由で減少。価格は
落ち着いた動きになってきており、06年度では15％程度の上昇となる。

基本的には国内の需要横ばい傾向により原油需要も微減となる。

石油製品 16,404 +31.3% 8,906 +28.7% 9,100 ▲4.1% 18,006 +9.8% ↓ 15,845 ▲12.0% 基本的には国内市場に余剰感あり、数量は伸び悩みが続いている。金額ベースでは上
半期は価格要因にて大幅増加となったが原油価格の下落に伴い下半期はマイナスに
転じる。

引き続き国内市場に余剰感が残り、数量はマイナスとなる。価格も原油価格の下落に
伴い10％前後の下落。

LNG 21,631 +25.3% 13,114 +35.3% 12,219 +2.3% 25,333 +17.1% ↓ 24,622 ▲2.8% 価格については、上半期は原油価格の上昇に伴い、入着価格上昇。ただし、下半期
には原油価格の下落に伴いマイナスに転じる。数量は相対的な割安感と環境志向の
強まりから増加が続く。

価格については、原油価格の落ち着きから引き続き安定的な推移となる。数量につい
ては、需要は強いものの供給のタイト感から3％増にとどまる。

LPG 8,208 +39.8% 4,354 +38.4% 4,519 ▲10.7% 8,873 +8.1% ↑ 9,145 +3.1% 原油価格上昇に伴い入着価格上昇。輸入数量は小幅増。 原油価格下落に伴い入着価格低下、輸入数量は小幅増と想定。

石炭 16,224 +35.6% 7,931 +3.6% 7,946 ▲7.3% 15,877 ▲2.1% ↓ 14,789 ▲6.9% 輸入数量は、鉄鋼生産の拡大により原料炭が増加しているものの、電力向けを中心と
した一般炭が原子力発電へのシフト等により減少を続けるため、05年度比で▲0.3％の
微減。ドル建て価格は、価格高騰を受けた生産能力拡大の動きが本格化しつつあり
低下。

鉄鋼生産が引き続き高水準を維持すること、電力向け需要が底打ちから若干の増加
に転じることから、輸入数量は1.0％の増加。ドル建て価格は、需給緩和傾向を受け
て、原料炭を中心にさらに低下。

IM 化学製品 44,678 +14.1% 24,526 +12.8% 25,469 +11.1% 49,995 +11.9% ↑ 52,440 +4.9% 国内需要が堅調なため、下半期も輸入数量は高い伸びを示す。
8月下旬以降の原油価格低下の影響が、下半期の化学製品の価格に反映されていく
ため、輸入価格は低下していく。

国内の景気回復が続くため、需要の増加も続くが、成長率は06年度よりも低下するた
め、輸入数量の伸びは鈍化する。
価格は、06年の夏場に原油が高騰した影響で、07年度は低下する。

IM 原料別製品 55,970 +11.0% 32,841 +20.4% 34,692 +20.9% 67,533 +20.7% ↑ 69,472 +2.9% 国内需要の堅調に加え、一部（非鉄金属）、価格急騰もあり金額増加。 需要は堅調に推移するも、価格上昇圧力は緩和。

鉄鋼 7,590 +10.6% 3,730 ▲11.5% 4,000 +18.4% 7,730 +1.9% → 7,750 +0.3% 中国の鉄鋼輸出急増の余波に懸念あるも、今のところ輸入圧力の高まりは限定的。
一方、05年度下半期から06年度上半期に急減した銑鉄の輸入は市況の安定に伴い
回復、また、フェロアロイは高水準を維持と見込む。

06年度と環境は大きく変わらずも、数量は増加、一方で価格は下落と予測する。

非鉄金属 15,715 +14.3% 10,983 +52.9% 11,764 +37.9% 22,747 +44.7% → 22,959 +0.9% アルミ：価格急騰。
白金属の金属：価格急騰で金額の増加。

アルミ：需要堅調で数量は横ばい。価格は幾分下落。
白金属の金属：需要堅調。価格は若干上昇。

織物用糸・繊維製品 6,585 +8.7% 3,569 +11.5% 3,703 +9.5% 7,272 +10.4% ↑ 7,712 +6.1% 国内縫製業は縮小傾向であるが、その中で相対的に安価な輸入品へのシフトが続い
ている。さらに原材料価格上昇により価格も上昇。

輸入繊維材料へのシフトも一巡しつつあり、伸び率は鈍化。

非金属鉱物製品 6,685 +11.2% 3,583 +11.0% 3,616 +4.6% 7,199 +7.7% ↑ 7,916 +10.0% ガラス：中国の供給圧力が強いが、海外需要も強く、下半期は増勢鈍化。
ダイヤ：宝飾品需要は全体としては伸び悩み。

ガラス：輸入ガラスの用途拡大。増勢続く。
ダイヤ：需要の大きな伸びは期待できず、横ばい。

IM 一般機械 58,912 +12.2% 30,575 +8.9% 34,844 +13.0% 65,419 +11.0% ↑ 72,615 +11.0% 電算機類を含む事務用機器の輸入の伸び率が鈍化するが、好調な設備投資に支え
られて原動機および工作機械等金属加工機器の輸入は大幅増。

輸入増加の趨勢は変わらないが、設備投資が落ち着くことと、また円高の影響によって
伸び率は横ばい。

電算機類（含周辺機器） 21,380 +10.8% 9,949 ▲1.1% 11,894 +5.1% 21,843 +2.2% ↑ 22,216 +1.7% 海外生産シフト一巡により輸入数量の伸びは鈍化、さらに単価もノートパソコンへのシフ
トが進んできたことから伸び率鈍化。

パソコンの海外生産シフトはほぼ一巡し、高機能製品は国産、普及品は輸入のパター
ンが定着したことから、伸びは低水準にとどまる。

IM 電気機器 78,170 +13.5% 42,653 +18.0% 49,000 +16.6% 91,653 +17.2% ↑ 105,000 +14.6% 生産拠点の海外移転は続いており、中国、NIEs、米国からの輸入が増加。しかし、半
導体等電子部品の需要低下と在庫増加に伴い、下半期は上半期に比べて低い伸び
率にとどまる。

半導体等電子部品の需要鈍化の影響はあるが、重電機器、民生用電気機器、電気
計測機器の輸入は堅調な伸びを見込む。

半導体等電子部品 25,475 +13.9% 14,746 +26.8% 15,898 +14.8% 30,644 +20.3% ↑ 33,647 +9.8% 「ウィンドウズ・ビスタ」の発売に合わせてパソコン向けのMPU、DRAMを中心に増加。
DRAMは底堅い需要に支えられ価格も安定。上半期はナンバーポータビリティの導入で
携帯向け需要が増加したが、下半期は携帯電話端末の積み上がりにより需要鈍化。

引き続きパソコン向けMPU、DRAMは堅調だが、デジタル家電、携帯向け半導体の需
要は鈍化。

IM 輸送用機器 21,681 +13.7% 11,289 +4.1% 10,445 ▲3.6% 21,734 +0.2% ↓ 20,881 ▲3.9% 輸入車は低価格車が苦戦し数量が減少、航空機も数量で減少するも、中国からの船
舶類の輸入等の増加により全体では微増。

国内自動車市場の縮小、航空機の大手航空会社への引渡機数の減少で、減少の
見通し。

自動車 9,498 +9.9% 4,403 ▲6.1% 4,433 ▲7.8% 8,836 ▲7.0% ↓ 8,648 ▲2.1% ドイツ車を中心としたSUV新型車投入等があったものの、中堅ブランドで台数が05年度
割れの状況で、トータルで減少。ユーロ高で欧州車の価格競争力は相対的に低下。

高級車市場の拡大により、高級車は引き続き堅調に推移するが、低価格車は国内普
通車市場の低迷とコスト面で苦戦。

航空機類 5,596 +20.8% 3,199 +2.3% 2,215 ▲10.3% 5,414 ▲3.3% ↓ 4,001 ▲26.1% 円安の進行により金額ベースでは微減。 大手航空会社への機材の引渡機数の減少等で、輸入額は06年度見通し額に比べ
減少の見通し。

IM その他 87,886 +14.3% 46,894 +12.9% 50,267 +8.5% 97,161 +10.6% ↑ 104,183 +7.2% 精密機器が牽引する形で堅調な伸びを維持。 堅調を維持。

衣類・同付属品 25,636 +9.6% 13,723 +9.3% 13,498 +3.2% 27,221 +6.2% ↑ 27,593 +1.4% 供給過剰は続いており、数量ベースの伸びはわずかだが、原材料コストアップ等による単
価上昇で金額ベースの伸びは高水準。

価格上昇が一巡するため、金額ベースの伸びは減速する。基本的に輸入拡大余地は
小さい。

製品輸入 347,298 +13.2% 188,778 +14.0% 204,717 +12.7% 393,495 +13.3% ↑ 424,591 +7.9% 製品輸入比率57.8％（05年度比プラス0.3ポイント） 製品輸入比率60.6%（06年度比プラス2.8ポイント）

*金額は千万円単位を四捨五入、ただし前年度比増減率(%)は百万円単位の数値を使用

*｢↑｣は前年度比増加、　｢↓｣は減少、　｢→｣は横ばい（前年度比±1％未満）を表している


